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ノベーション 25」の検討を行い、さらに 2010 年の第 9回調査では従来の分野の概念もリ
セットして社会課題解決型に転換しつつある。
　現在 2016 年の次期基本計画に向けて第 10 回の技術予測調査設計を行っている段階であ
るが、将来の科学技術、社会ニーズを俯瞰するだけでなく、それをある特定の年限までに
達成をするという、バックキャスティングの概念を導入した課題解決の目標とマイルス
トーンが明確になったロードマップの構築、SciREX（Science for RE-designing Science, 
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